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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】自転車のボトルケージに取り付け可能なボトル
に似せた自転車用盗難防止器具を提供する。
【解決手段】ボトル体と、前記ボトル体の内部に設けら
れるセンサー２２と、該ボトル体の内部に設けられると
共に、夫々回線によりセンサー２２と連結される警報装
置２３及び電源装置２４と、センサー２２及び警報装置
２３を遠隔操作することができるリモートコントローラ
ーとを有する盗難防止装置を備えることを特徴とする。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　ボトル体と、
　前記ボトル体の内部に設けられるセンサーと、該ボトル体の内部に設けられると共に、
夫々回線により前記センサーと連結される警報装置及び電源装置と、該センサー及び警報
装置を遠隔操作することができるリモートコントローラーとを有する盗難防止装置とを備
えることを特徴とする自転車用盗難防止器具。
【請求項２】
　前記ボトル体は、内部に収容空間が凹設されるベースと、
　円筒状を呈し、内部底面近傍に隔壁板が設置されると共に、その隔壁板により前記ベー
スを封止する本体とを備え、
　前記盗難防止装置のセンサー、警報装置及び電源装置は、前記本体の隔壁板とベースと
の間に設けられていることを特徴とする請求項１に記載の自転車用盗難防止器具。
【請求項３】
　前記ボトル体のベースの底面には、所定の間隔で複数の貫通孔が形成され、該ベースの
外周壁における上面の近傍にねじ山が設けられると共に、前記本体の内周壁における隔壁
板と本体の底面との間に、該ねじ山と対応するねじ山が設けられていることを特徴とする
請求項２に記載の自転車用盗難防止器具。
【請求項４】
　前記センサーは、回路板と、該回路板に設けられた振動感知ユニットとからなることを
特徴とする請求項１乃至３の何れか１項に記載の自転車用盗難防止器具。
【請求項５】
　前記センサーは、回路板と、該回路板に設けられたマイクロ波感知ユニットとからなる
ことを特徴とする請求項１乃至３の何れか１項に記載の自転車用盗難防止器具。
【請求項６】
　前記センサーの回路板にはさらに、マイクロ波感知ユニットが設けられていることを特
徴とする請求項４に記載の自転車用盗難防止器具。
【請求項７】
　前記警報装置は音声を発することができる電子部品であることを特徴とする請求項６に
記載の自転車用盗難防止器具。
【請求項８】
　前記警報装置は点滅可能な電子部品であることを特徴とする請求項６に記載の自転車用
盗難防止器具。　
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、特に自転車のボトルケージに取り付け可能なボトルに似せた自転車用盗難防
止器具に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、ロハスなどのライフスタイルの流行により、スポーツとレクリエーションを兼ね
備え、親子が共に楽しめる省エネタイプの交通手段が年々普及しつつある。その中でも自
転車は、各メーカーがしのぎを削って、より強固で且つ軽量の自転車を提供するために、
人間工学に基づいて、常に材質や構造の高品質化に取り組んでいることから、最近では、
価格が数十万円もする自転車が珍しくなくなってしまった。故に、自転車を盗難から守る
ための有効な手段が必要となってきている。
【０００３】
　従来の技術による自転車盗難防止の手段では通常、窃盗犯による無断盗用を防止するた
めに、自転車のフレームとホイールとの間に施錠するが、自転車ごと盗まれたり、錠自体
が破壊されてしまうと、単なる施錠では盗難を防止することができない。また、高級、高
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価な自転車ほど軽量に作られているので、そのような自転車は、簡単に盗まれてしまう。
故に、窃盗犯からは、自転車を守ることは極めて難しいのが現状である。
【０００４】
　更に、前記のような窃盗が行われた場合、即座に警告を発することができないので、例
えば食事や買い物、トイレなどで短時間でも自転車から離れる場合、盗難に遭う恐れがあ
る。
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、自動車やオートバイなどのように、警告可能な盗難防止用器具を自転車
に取り付けたとしても、軽量化及びシンプル化を優先して設計された自転車には、盗難防
止用器具を窃盗犯に気付かれないように設置する箇所がないことから、新たな装置を取り
付けることができないので、従来の技術による自転車用盗難防止器具を改善することによ
り、この問題を解決しなければならないことが分かった。
【０００６】
　そこで、案出されたのが本考案であって、従来の問題を解決した、ボトルに似せた自転
車用盗難防止器具を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本願の請求項１の考案は、ボトル体と、
　前記ボトル体の内部に設けられるセンサーと、該ボトル体の内部に設けられると共に、
夫々回線により前記センサーと連結される警報装置及び電源装置と、該センサー及び警報
装置を遠隔操作することができるリモートコントローラーとを有する盗難防止装置とを備
えることを特徴とする自転車用盗難防止器具、を提供する。
【０００８】
　本願の請求項２の考案は、前記ボトル体は、内部に収容空間が凹設されるベースと、
　円筒状を呈し、内部底面近傍に隔壁板が設置されると共に、その隔壁板により前記ベー
スを封止する本体とを備え、
　前記盗難防止装置のセンサー、警報装置及び電源装置は、前記本体の隔壁板とベースと
の間に設けられていることを特徴とする請求項１に記載の自転車用盗難防止器具、を提供
する。
【０００９】
　本願の請求項３の考案は、前記ボトル体のベースの底面には、所定の間隔で複数の貫通
孔が形成され、該ベースの外周壁における上面の近傍にねじ山が設けられると共に、前記
本体の内周壁における隔壁板と本体の底面との間に、該ねじ山と対応するねじ山が設けら
れていることを特徴とする請求項２に記載の自転車用盗難防止器具、を提供する。
【００１０】
　本願の請求項４の考案は、前記センサーは、回路板と、該回路板に設けられた振動感知
ユニットとからなることを特徴とする請求項１乃至３の何れか１項に記載の自転車用盗難
防止器具、を提供する。
【００１１】
　本願の請求項５の考案は、前記センサーは、回路板と、該回路板に設けられたマイクロ
波感知ユニットとからなることを特徴とする請求項１乃至３の何れか１項に記載の自転車
用盗難防止器具、を提供する。
【００１２】
　本願の請求項６の考案は、前記センサーの回路板にはさらに、マイクロ波感知ユニット
が設けられていることを特徴とする請求項４に記載の自転車用盗難防止器具、を提供する
。
【００１３】
　本願の請求項７の考案は、前記警報装置は音声を発することができる電子部品であるこ
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とを特徴とする請求項６に記載の自転車用盗難防止器具、を提供する。
【００１４】
　本願の請求項８の考案は、前記警報装置は点滅可能な電子部品であることを特徴とする
請求項６に記載の自転車用盗難防止器具、を提供する。
【考案の効果】
【００１５】
　従来の自転車には、乗る時に使用者が随時水分を摂ることができるように、自転車のフ
レームにペットボトルや運動用ボトルを取り付けるためのボトルケージが設けられている
。本考案は上記の課題を解決するものであり、水分の摂取ができる、一般のボトルに似せ
た盗難防止装置であり、使用者が自転車から離れる時に盗難防止装置を起動させることに
より、窃盗犯が自転車に接近したり、接触すると、サイレンなどの警告音を発生して威嚇
し、周辺を通行する人たちの注意を惹くことができる。また、もし自転車の持ち主が近く
にいれば、すぐさまその警告音により自転車置き場に戻り、状況を把握することができる
。更に、自転車が盗まれた場合または見当たらない場合には、すぐにリモートコントロー
ラーによる遠隔操作で前記盗難防止装置から警告音を発生させることにより、窃盗犯を威
嚇することができると共に、自転車の現在地を把握することができる。
【考案を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、添付図面を参照して本考案の好適な実施の形態を詳細に説明する。尚、下記実施
例は、本考案の好適な実施の形態を示したものにすぎず、本考案の技術的範囲は、下記実
施例そのものに何ら限定されるものではない。
【００１７】
　図１は本考案に係る自転車用盗難防止器具の分解斜視図であり、図２は本考案に係る自
転車用盗難防止器具の一部側面断面図であり、図３は本考案に係る自転車用盗難防止器具
をリモコンで操作する際の斜視図であり、図４は本考案に係る自転車用盗難防止器具の使
用状態を示す側面図である。
【００１８】
　図１及び図３に示すように、本考案の自転車用盗難防止器具（１）は、ボトル体（１０
）と盗難防止装置（２０）とを備えるものである。
【００１９】
　図４に示すように、前記ボトル体（１０）は、自転車のボトルケージに設置可能な形状
を呈すると共に、ベース（１１）と本体（１２）とを有するものであり、該ベース（１１
）は、その内部に収容空間が設けられ、底面に所定の間隔で複数の貫通孔（１１１）が形
成されると共に、外周壁における上面の近傍にねじ山（１１２）が設けられる。
【００２０】
　図２に示すように、前記本体（１２）は、円筒状を呈すると共に、その内部には互いに
連通しない２つの空間が形成され、底面近傍に隔壁板（１２１）が設けられるものである
。また、前記本体（１２）とベース（１１）とを組み合わせると、ボトル状を呈すると共
に、前記隔壁板（１２１）の上面における本体（１２）の内部に、ドリンクを充填可能な
空間が形成され、更に、該本体（１２）の内周壁における、隔壁板（１２１）と本体（１
２）の底面との間に、前記ベース（１１）の外周壁に設けられるねじ山（１１２）と対応
するねじ山（１２２）が設けられる。
【００２１】
　前記盗難防止装置（２０）は、リモートコントローラー（２１）、前記ボトル体（１０
）の内部に設けられるセンサー（２２）、警報装置（２３）及び電源装置（２４）を有す
るものである。
【００２２】
　前記センサー（２２）は、回路板（２２１）と、該回路板（２２１）に設けられると共
に、外部からの衝撃による自転車（３０）の振動を感知可能な振動感知ユニット（符号な
し）と、該回路板（２２１）に設けられると共に、周辺物体の動き、即ち、不審者が接近
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。
【００２３】
　前記警報装置（２３）は、回線により前記センサー（２２）と連結されるものであり、
例えばブザーやスピーカーなど、音声を発することのできる電子部品であってもよく、或
いは発光ダイオードや電球などの、点滅可能な電子部品であってもよい。また、不審者が
自転車に接近したり、接触したことにより、前記本体（１２）の内部に設けられるセンサ
ー（２２）が起動すると、該センサー（２２）が更に前記警報装置（２３）を起動させて
音声や点滅を発することから、周辺の歩行者などの注意を惹くことができるので、窃盗犯
を威嚇する効果がある。
【００２４】
　前記電源装置（２４）は、前記センサー（２２）及び警報装置（２３）に必要な電力を
提供するために、回線により該センサー（２２）及び警報装置（２３）と連結される。
【００２５】
　前記リモートコントローラー（２１）は、使用者が自転車からしばらく離れる時、前記
センサー（２２）を起動させ、また、乗る前に該センサー（２２）をOFF状態にするもの
であると共に、自転車が盗難に遭った時は、使用者が音声から車に辿り着けるように、前
記警報装置（２３）を遠隔操作により鳴らすものである。
【産業上の利用可能性】
【００２６】
　本考案の自転車用盗難防止器具は、上述したように、盗難防止装置がボトル体に設けら
れるので、自転車のボトルケージに取り付ければ、一般の飲料用のボトルに見える。すな
わち、ボトルに似せた警告可能な盗難防止用器具を簡単に自転車に設置することができる
。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本考案に係る自転車用盗難防止器具の分解斜視図である。
【図２】本考案に係る自転車用盗難防止器具の一部側面断面図である。
【図３】本考案に係る自転車用盗難防止器具をリモコンで操作する際の斜視図である。
【図４】本考案に係る自転車用盗難防止器具の使用状態を示す側面図である。
【符号の説明】
【００２８】
１ 自転車用盗難防止器具
１０ ボトル体
１１ ベース
１１１ 貫通孔
１１２ ねじ山
１２ 本体
１２１ 隔壁板
１２２ ねじ山
２０ 盗難防止装置
２１ リモートコントローラー
２２ センサー
２２１ 回路板
２３ 警報装置
２４ 電源装置
３０ 自転車
３１ ボトルケージ
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